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研究成果の概要（和文）： 
本研究においては、前近代の文献の分析を支援するために蓄積された概念語彙・暦日テ

ーブル・歴史地名を利用して、(1) 和暦で記載される暦日情報を自動的に認識して太陽

暦を自動的に付与するツールを開発し、（2）GIS 情報の付与された歴史地名の形態素解

析辞書を構築することに取り組んだ。そして、概念を蓄積した和漢オントロジデータベ

ースと、和暦暦日の自動埋込ツールを利用した『古事類苑』の全文データベースの開発、

歴史地名データベースを利用した研究モデルの提示などを通じて、日本文学・文化研究

の高次化をはかった。 
 

研究成果の概要（英文）： 
To support the analysis of the document written in the former modern ages, we have 
straightened three kinds of dictionaries (Concept, Day of calendar of Japan, History 
name of a place.). 
(1) Developing the program which automatically recognizes the calendar day 

expression, and adds information converted into the solar calendar. 
(2) Making up the morphological analysis dictionary of the name of a place which is 

added GIS information. 
We presented the research model by whom these were assumed to be a subject. And, 
it is the one to improve the research level of the study of the Japanese literature and 
the culture. 
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１．研究開始当初の背景 
 哲学用語「存在論」に由来する「オントロ

ジ」は、情報学では「概念間の関係の明確な

定義の集まり」として、情報リソースから独

立した上位層(メタレイア)において、情報を

意味的に組織化することによって、検索を支

援するナビゲーションのために重要で、かつ

不可欠な存在となっている。 
 しかし、その取り組みと発想は「オントロ

ジ」という名称が象徴するように、有史以来

の普遍的な命題への取り組みに通底するも

のといっても過言ではなかろう。何となれば、

和漢の古典においては、先人達が類概念(分類

用概念語彙)によって、情報を統御する機能を

持った類書・辞書・注釈書類に代表される類

聚編纂物を数多く輩出してきているからで

ある。そして、それらに内在する、宝庫とも

形容するべき継承性の高いオントロジ群に

よって、長い間、情報の組織化と文化的価値

の継承の役割を担ってきたのである。 
研究申請者は、古典的類聚編纂物に見える、

検索効率を向上させるための、そうした意匠

の特性に着目して、当該書籍群の見出しに使

用される分類用概念語彙を、概念構造もその

ままに、情報資源として集積・整備する共同

研究プロジェクトを企画し、取り組んできた。

そして、和漢古典学のオントロジ[和漢オント

ロジと略称する]と称する情報資源群が、古典

と現代とを文化的に結びつけるだけでなく、

様々な分野の知的体系を包摂し得ることと、

特に自然・人事を扱う絵画・映像と和漢オン

トロジとの親和性が高いことを情報学だけ

でなく、人文学研究も交えた複眼的視点によ

って明らかにしてきた。(平成 15 年度～17 年

度基盤研究(B)「和漢古典学のオントロジモデ

ルの構築」[研究代表者:相田満])。 
 古典的世界観には、現代まで受け継がれる

高い継承性がある一方で、地域・時代ごとの

特色を示しながら変化していくものもある。

和漢オントロジは、そうした不易と流行を体

現するものでもあった。 
 そして、「応用」と名付けた今回のプロジ

ェクトで取り組んできたことは、これまでに

集積された和漢オントロジをさらに充実さ

せるだけでなく、集められた情報資源を高次

かつ汎用的なものとするための基盤資源と

して、新たに日本の旧暦使用時代を扱う時間

(日本旧暦オントロジ)・空間(日本歴史地名オ

ントロジ)のオントロジ資源と組み合わせて

利用することを構想するものである。 
 
２．研究の目的 
本研究課題を実現するために、以下の 4 つの

主題を設定し、それに基づく開発・データ整

備、研究モデルの提示に取り組むものである。 
(1)暦象情報付加ツールの開発 
 電子化テキストの公開が、ますます活性化

する現況にありながら、旧暦を含む文書を処

理可能とするツールは、相変わらず乏しい。

そこで、旧暦・太陽暦を問わず時間情報が不規則

に埋め込まれた文章から、自動的に時間情報を抽出

し、それにユリウス通日、あるいは現在使用される

太陽暦に変換した結果をタグとして埋め込む知識

発見ツールを開発する。 
(2)暦日テーブルオントロジの充実 
 古暦に関する研究を深め、具注暦の収集な

どにより、暦日テーブルを充実させる。 
(3)歴史地名オントロジの構築(歴史地名形態

素情報辞書の構築) 
連携研究者(2007 年度のみ研究分担者)・桶谷

の作成した『大日本地名辞書』索引約 52,000
件に GIS 情報が付されたデータベースデー

タに対して、地名・ヨミ情報の修訂、川・山・

橋などの地名接続詞と地名本体との切り分

け作業を行ない、日本の古典と親和性の高い、

地名形態素辞書を作成する。また、作成され

た地名辞書を利用して、GIS 情報と歴史地名

を利用した研究を進めることにより、知識発

見モデルを提示する。 
(4)和漢古典概念オントロジの整備 
 和漢古典概念オントロジを充実すること

により、地名・暦注に使用される概念との接

続させた検索を実現するための基盤を整え

る。   



３．研究の方法 
上記研究目的の達成のために、以下の点に取

り組んだ。 
(1)暦象情報付加ツールの開発 
日本の前近代の文書における記載法は、太陰太陽暦

に基づく。そのため暦日表現は、閏月を含み、現在

使用される太陽暦と1-2ヶ月程度ずれ、しかも干支

だけで表記されたり、同年同月などの省略法が使用

されたりなど、不規則な形式によるものが多かった。

そこで、暦日を補正した情報を補正した結果を、タ

グとして埋込み、以てテキスト分析をサポートする

ツールを開発するに際し、代表者がこれまでに蓄積

していた尊卑分脈・公卿補任・地下家伝などの人物

データベースをもとに、表記の不規則な出現率とパ

ターンのおおよその傾向について予備調査を行い、

仕様招請を行った上で開発に着手した。 
開発ツールの基本機能は、前近代文献に不規

則な表記で現れる和暦の暦日表現を自動的

に認識し、それにユリウス通日や太陽暦に変

換した結果を埋め込むものである。ただし、

これまで多くの前近代の文書を扱ってきた

経験から、処理対象の文字コードは UTF-16
に設定することにより、あらゆる文字種に対

応することを念頭に置いた。その結果、ツー

ルには MEGASOFT 社のテキストエディタ

MIFES8.0 のマクロ言語である mil 言語を使

用してUTF-16文字コードに対応させるため

の開発コストの省力化・ツール運用の安定化

を図った。 
処理に際しては、100 万件を超える暦日テー

ブルを参照して、文字パターンマッチングに

よる逐次処理を行っている。また、暦日表記

数字や干支の記載パターンや異体字辞書に

も対応させ、干支のみの表記や同年同月同日

などの記載にも対応させることにより、文書

の自動解析を可能にした。 
(2)暦日テーブルオントロジの充実 
 日本で最も長期間使用された宣明暦を中

心に、古暦に関する基本資料として、随心院

藏本の暦注資料の収集、および「江戸のもの

づくり」責任者の大谷光男氏より古暦の複写

資料の提供を受けるなどして、暦注情報の分

析を進め、テーブルに情報を付加した。 
 また、開発ツールの認識精度を上げるため

に、100 万件超の暦日テーブルの和暦数字の

数字異表記パターンを増加した。 
(3)歴史地名オントロジの構築(歴史地名形態

素情報辞書の構築)  
吉田東伍『大日本地名辞書』索引の約 52,000
件にそれぞれ GIS 情報が付されたデータの

拡張を行った。 
具体的な作業は、データの修訂・ヨミの追加、

ローマ字化等である。 
まず、データの修訂については、原資料に「伊

豆沼（イヅ）」としか書かれていないものを

「伊豆（イズ）／沼（ヌマ）」と、データの

追加と切り分けを行い、それぞれの地名は地

名接続詞と地名本体とに切り分けることで

地名形態素辞書を作成し、さらに、ヘボン・

訓令式を各 2 種類ずつ計 4 種類のローマ字を

宛てた。 
この地名形態素辞書は日本の古典概念語と

親和性の高い、歴史地名を分析するのに重要

な情報資源となっており、本データベース化

の作業によって、それらがいずれも GIS 情報

と組み合わされて利用可能となる。この取り

組みによって、これまでに類例のない特色を

持つデータが出来上がったといえよう。 
本研究では、そうした情報資源を利用した知

識発見モデルを提示する研究成果を国内外

の学会で発表することを通じて、利用の可能

性を模索するともに、データベースの可能性

や、取材典拠の価値などについて評価を問う

た。 
また、千島・樺太・台湾についても、GIS 情

報に加えて、同様の情報付加を施し、今後さ

らに高次の応用研究を可能とする準備を整

えた。 
(4)和漢古典概念オントロジの整備 
地名・暦注に使用される概念との接続のため

に、和漢古典概念オントロジデータベースに

搭載する典拠辞書を新たに追加し、『倭名類

聚抄』、俳諧歳時記類など、バリエーション

の追加につとめた。 



４．研究成果 
(1)前近代文献の構造化支援と暦象情報付加

ツールの開発 
本研究で作成した暦日テーブルは、人間文化

研究機構資源共有化システムと京都大学地

域情報統合センターにて採用され、Hu-Time
に代表される時空間検索システムのコアデ

ータとして利用されるに至っている。 
また、暦象情報付加ツールの基礎辞書として

使用し、開発ツールを使用して、これまでに

入力・公開を行った「『古事類苑』データベ

ース」の XML データに暦日情報を付加した。

ツールは旧暦による時間情報が不規則な記述形式

で出現する文章の時間情報を認識してユリウス通

日・太陽暦を埋め込むことにより、情報ナビゲート

を実現するもので、95％以上の正答率を実現した。

そこで、これまでに構築した『古事類苑』データ（天

部・歳時部・地部・称量部）を対象に、旧暦を太陽

暦に変換した時間情報を埋め込んだHTMLデータ

約 6000 頁の構築を行った。［現在、当該データ

のデータベース評価版を公開中］ 
[図1]暦日タグを挿入した古事類苑HTML検索

（試行検索版） 
さらに、開発ツールと同じプログラムを使用

して地名抽出して位置情報を付加する機能

の実現の可能性評価試験も行った。この試み

については、切り出し用辞書の更なる充実・

整備が必要なことが判明した。ただし、その

実現への取り組みは今後の課題のために、人

名との切り分け実験用に、人名データを現代

人・歴史人名と併せて 20 万人分の収集を行

い、今後の検証用に資した。 

 

 (2)大日本地名辞書における GIS 情報の整備

と GIS 情報を利用した知識発見モデルの提

示 
千島・樺太・台湾を含む吉田東伍『大日本地

名辞書』中の地名を地名形態素に分別する作

業と、ローマ字読み（訓令・ヘボン式の 6 通

りの読み）の付加作業を行った。また、その

成果に基いて、各地名に付された GIS 情報を

利用した知識発見モデルの提示や、国文学研

究における『大日本地名辞書』辞書の意義付

けを論じた成果の発表を行った。さらに、台

湾編については、新たな地名を付加するとと

もに、現地調査を行って、日本地名と台湾地

名とが重層的に重なる様相を具体的に分析

し、発展研究の糧とした。 

なお、2007 年度に発表した「暦象オントロ

ジの構築 : 日本旧暦時代の文献分析支援の

ために」により、情報処理学会山下研究論文

賞を受賞した。 
 
 
 
 (3)和漢古典概念オントロジの整備 
 平成 21 年度から人間文化研究機構資源共有

集中システム(NIHU One)にて、それまで蓄

積してきたオントロジ資源の一部を和漢古

 
 
 



典概念語データベースとして公開した。 
また、『古事類苑』の部立だけでなく、引用

各書に含まれる概念語（見出し）について分

析し、『古事類苑』公開データベースの見出しナビ

ゲーションの改良の可能性について分析を行い、成

果発表を行った。 
 

[図2]NIHU-Oneデータベース 
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日本語文學系所主催日本研究國際學術研討

會―敎育・社會・語言・文學―,2008 年 5 月

24 日, 中国文化大学［台湾台北］ 
⑨相田 満, 前近代の時空間（パネル・ディス

カッション「時間空間テーマで探る・解く・

語る人間文化」）, 人間文化研究機構研究資源

共有化シンポジウム「研究資源共有化 ―そ

の展開と可能性―」,2008 年 3 月 14 日, 情
報・システム研究機構会議室 
⑩AIDA MITSURU, Possibility of Name of 
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Calendar Document of Japan, ECAI / PNC 
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〔図書〕（計 3 件） 
①相田満,「水」と「瑞」,『人と水 3 水と文

化』（勉誠出版）,PP79-106,2010 年 
②相田満,『大日本地名辞書』から広がる地名

オントロジの可能性,『アジア遊学 113 地域

情報学の創出』（勉誠出版）,pp44-51,2008 年 
③渡辺信和,天保年間巡拝記録の意義と略縁

起 , 『 近 世 略 縁 起 論 考 』（ 和 泉 書

院）,pp97-124,2007 年 
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http://mgr.nihu.jp/ndp_top.htm 
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x.html 
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http://f-lab.jp/kokubu/msearch/msearch.

cgi 
(古事類苑全文検索〔暦日タグ付データベース

試行検索〕) 
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